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今、最も強いランナーが決まる
第25回長野マラソンからスタートする、JMCシリーズ第3期は、マラソングランドチャンピオンシッ
プ（MGC)出場権を獲得した選手が挑むパリ五輪の選考レースMGC、MGCファイナルチャレンジ
が開催されると同時に、東京2025世界選手権につながるシリーズⅣのチャンピオン争いもスター
ト。4年に一度、五輪の舞台で戦うために着実に力をつけてきた選手。自国開催の世界選手権で日の
丸を背負うことを目指している選手。それぞれにとって大切な一年をマラソン界が一つとなり盛り上
げ、多くのランナー、ファンと共に次のステージへと発展するシリーズとなることを目指します。
シリーズ総合成績は、JMCシリーズ対象大会における記録と順位をポイント化した「パフォーマンス
ポイント」の2大会分の合計得点で決定します。JMCポイントのランキングは男女別で争い、シリー
ズ終了時点での、男女それぞれの最上位の競技者が「JMCシリーズⅢ シリーズチャンピオン」となり
ます。

JMCシリーズⅠランキング

一山麻緒(資生堂)

松田瑞生(ダイハツ)

上杉真穂(スターツ)

鈴木健吾(富士通)
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大塚祥平(九電工)
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安藤友香（ワコール）

細田あい(エディオン)

其田健也(JR東日本)

大塚祥平（九電工）

細谷恭平(黒崎播磨）
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JMCシリーズⅡランキング

2023年10月15日
この日、日本代表が決まる

ワイルドカードによるMGC進出
【記録（1本）】 
　男子　JMC加盟大会（G1～ 3)及び対象国際大会内で2時間08分00秒以内
　女子　JMC加盟大会（G1～ 3)及び対象国際大会内で2時間24分00秒以内
【記録平均（2本）】
　男子　JMC加盟大会（G1～ 3)及び対象国際大会内で2時間10分00秒以内
　女子　JMC加盟大会（G1～ 3)及び対象国際大会内で2時間28分00秒以内

Invitational Athletes 招待選手

■視覚障がい者の部
No.21101（男子B1）
高橋　勇市
TAKAHASHI, Yuichi
（東京）／57歳
■自己最高記録
　2:37:43（2004かすみがうら）
■主な記録
　2004アテネパラリンピック男子フルマラソン優勝

■国内招待
No.2
西　研人
NISHI, Kento
大阪ガス（大阪）／24歳
■自己最高記録
　2:08:11（2023大阪）

No.1
マイケル・ギザエ
MICHAEL, Githae
スズキ（静岡）／28歳・ケニア
■自己最高記録
　2:07:28（2022福岡国際）

No.4
細森　大輔
HOSOMORI, Daisuke
YKK（富山）／28歳
■自己最高記録
　2:08:28（2021びわ湖毎日）

No.3
堀尾　謙介
HORIO, Kensuke
九電工（福岡）／26歳
■自己最高記録
　2:08:25（2022東京）

No.5
山本　憲二
YAMAMOTO, Kenji
マツダ（広島）／33歳
■自己最高記録
　2:08:38（2022大阪・びわ湖毎日）

No.20
牛山　純一
USHIYAMA, Junichi
CITY RUNNER（茅野市）／39歳
■自己最高記録
　2:14:42（2022長野優勝）

No.70
秋山　穂乃果
HONOKA, Akiyama
長野県警察（長野市）／29歳
■自己最高記録
　2:54:32（2022長野）

■ふるさと招待
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